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　ＪＲ名松線の全線復旧後、どのように利用すべ
きか、地域の活性につなげるにはどうすればよい
かなど、自由に意見やアイデアをワイワイガヤガ
ヤ、楽しく、気楽にしゃべれる意見交換の場を設
けます。
　このディスカッションは、愛知工業大学の伊豆原
浩二教授をコーディネーターに、全３回開催しま
す。オープンディスカッションの結果は今後の名
松線の活性化、さらには地域の活性化につなげま
す。

※公共交通機関を利用してお越しください。現在、ＪＲ名松線の
　家城駅－伊勢奥津駅の間はバスによる代行輸送を行っています。

　多数の皆さんの参加をお待ちしています。
●どなたでも自由に参加可能。
●当日参加も可能ですが、会場準備の都合により
　あらかじめ参加を希望する人は、７月19日(金)
　までに、電話(　272－8081)またはファクス(　
　272－1119)で名前・電話番号・参加人数のご
　連絡をお待ちしています。
●ディスカッションの結果などはケーブルテレビ
　津市行政情報番組や津市ホームページ、広報津
　でお知らせします。

乗った？乗りたい？乗ってみよう！名松線

問い合わせ　名松線復旧推進室　　272－8081　　272－1119

オープンディスカッション
参加
無料

八幡地域住民センター大会議室(ＪＲ名松線伊勢奥津駅隣)
7 30月 日■13時～16時火

　市内には、山や川、海といっ
た自然景観や、農村集落を含む
田園景観が広がり、歴史的なま
ち並みも市内各所に残っていま
す。一方で、商業や工業、文教
施設や住宅などが集まる市街地
景観も見られます。
　これらの景観は私たちの生活
が積み重なり、形となって現れ
たものです。市民の大切な資産
でもあるこの景観を守り、育
て、次世代へ引き継いでいくた
め、津市は今年７月１日から景
観行政団体になりました。

９月28日■　
一志農村環境改善センター

詳しくは、津市ホームページをご覧ください。

景観を 守り 育て 次世代へ引き継いでいくために

津市が景観行政団体に

土 11月30日■　
松阪市産業振興センター

土

津市景観│

問い合わせ　都市政策課
　229－3290　　229－3336


